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要 旨
本研究の目的は，大学間連携により保健師の業務研究をサポートする試みを通して，保健師も教員
も互いに成長し合う業務研究のサポートモデルを考案することである．
本研究では，業務研究サポートの枠組みにそって業務研究サポートを２年間試行した．業務研究サ
ポートの実施手順を記述し，業務研究サポートを受けた保健師集団19名の質問紙調査（回収率79.2％）
とサポート教員12名のＦＤマザーマップを用いた自己評価から，業務研究サポートの成果を明らかに
した．さらに，サポートをした教員15名のグループリフレクションの内容から，業務研究を効果的に
サポートするための要因を明らかにし，また関係者である本庁保健師３名に業務研究サポートの枠組
みに関する意見聴取をした．
業務研究サポートの実施手順，保健師および教員にみられた成果，業務研究を効果的にサポートす
るための要因そして業務研究に対する県本庁保健師の意見の結果に基づいて，「保健師と教員双方の目
標」，「大学教員間の連携方法」，「保健師と教員間の連携方法」，「業務研究のサポート方法」「県庁－教
員－保健師との連携方法」をも含めて示した実践的な業務研究のサポートモデルを考案した．本モデ
ルは，業務研究への一方的なサポートではなく，業務研究の知見を教育や実践現場に還元できるよう
にするという相互作用的な意味をもつものであった．
今後は，千葉県公衆衛生看護学教育連絡会議の一活動に位置付け，継続して実施できる体制を整え
ていきたいと考える．
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１）千葉大学，２）佐久大学，元三育学院大学，３）淑徳大学，４）千葉県立保健医療大学
５）千葉科学大学，６）順天堂大学，７）城西国際大学
１）Chiba University, ２）Saku University, Former Saniku Gakuin College
３）Shukutoku University, ４）Chiba Prefectural University, Health Sciences
５）CHIBA INSTITUTE OF SCIENCE
６）Juntendo Univeristy, Graduate school of Health Care and Nursing
７）Josai International University
－20－
Abstract
This research aimed to develop a support model for clinical practice research leading to the growth
of both public health nurses and faculty through nursing university collaboration.
We conducted practice research support for 2 years based on a clinical research support framework,
and described the implementation procedure for this support. We clarified the effectiveness of
research support for public health nurses (PHNs) by using a questionnaire survey of 19 PHNs
(response rate 79.2%) and for 12 faculty members by using self„evaluation through the FD Mother
Map for nursing education. Furthermore, based on information from group reflection among 15 facul-
ties, we clarified factors for effectively supporting practical research. Then, we interviewed three
PHNs belonging to the prefectural central office regarding the framework.
Based on the results of the questionnaire, group reflection, and interviews, we created a practical
support model. This model includes the goals of both PHNs and faculty, and methods for inter„univer-
sity collaboration as well as PHNs and faculty collaboration, practice research support, and collabora-
tion among administration, faculty and PHNs. The model uses reciprocal rather than one„sided sup-
port, meaning it can contribute knowledge of practice research to education and improve the quality of
public health activities. In the future, we would like to suggest this model for use by the Chiba Public
Health Nursing Education Liaison Committee, and to prepare a system that can be implemented con-
tinuously.
Key Words: Practice research, Public Health Nurses, University collaboration, Group reflection,
Support model
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Ⅰ．緒 言
平成29年４月に看護学科のある大学は255校に
なり，わが国の看護学教育は大学教育への移行が
急速に進んでいる．看護系大学が，資質の高い看
護職の育成という社会の要請に応えていくには，
看護職としての実践能力や看護学を学問として教
授する能力，研究を遂行し発展させる能力，実践・
教育・研究を通じて現場の看護実践の質向上へ貢
献する能力等が求められ，継続的に看護職者の能
力開発を行うことが課題である．
このために，看護実践現場との連携・恊働は欠
かせない．国内外の文献によると，その現状は，
看護学実習や研究，現任教育など多様であり，大
学と実践現場との連携・恊働の成果は，双方に共
通して互いに刺激をもたらすこと1－3），臨床能力
の向上４），研究能力の向上５），教育技能能力の向
上６）などが報告されている．しかしながら，そ
れは限られた大学と施設の取り組みであることが
多い．
千葉県では，本庁保健部署が保健活動業務研究
を現任教育の一環として所掌し，48年間継続され
ている．当初より千葉大学が協力し，昨今では県
内看護系大学の協力も得て実施されている．千葉
県下保健師を対象に，業務研究の評価に対する質
問紙調査７）では，保健師492名から回答（回収率
44.6％）あり，大学への要望は280件が寄せられ
た．主要な要望は，研究の各段階での助言や指導，
気軽に相談できる窓口，大学教員からサポートが
得られるシステムであった．また，業務研究を通
して，経験を自己の成長に変える能力など保健師
が構造的に能力を発展させていることが明らかに
なった８）．
これらより，千葉県内の看護系大学の連携によ
り，教育研究者（以下，教員）が保健師の業務研
究を継続的にサポートすることを通して，保健師
も教員も互いに成長しあう実践モデルを構築した
いと考えた．本研究の目的は，大学間の連携によ
る保健師業務研究サポートを通して，その実施プ
ロセスを記述し，保健師および教員にとっての成
果及び，教員集団が業務研究サポートについてリ
フレクションした内容から業務研究を効果的に推
進するための要因を明らかにすることである．そ
れにより，保健師も教員も成長し合う保健師への
業務研究サポート方法を体系的にかつ具体的に示
すモデルについて考察したい．
なお，業務研究とは，保健師が所属組織におい
て業務の充実や改善を目指して行う研究である．
Ⅱ．方 法
１．研究デザイン
本研究では，保健師も教員も互いに成長し合う
ことを重視した業務研究サポートの枠組みに基づ
き，公衆衛生看護学教育を専門とする教員が連携
して，県下の業務研究を継続的にサポートする．
この実践を分析し，保健師および教員の成果とサ
ポートの推進要因の観点から，業務研究サポート
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モデルとして必要な要素を精練し，構築した．
２．業務研究サポートの枠組み
平成27年度に開学していた千葉県内看護系大学
８校の教員が連携して，県下の保健師の業務研究
を継続的にサポートする．保健師も教員も互いに
成長し合うことを重視し，業務研究を行った保健
師には，業務研究の経験の振り返りを促す．一方，
教員は，保健師の能力の向上に関与すると共に，
教員自身も業務研究のサポート経験をリフレクシ
ョンするプロセスを通して，教員の能力開発（フ
ァカルティ・ディベロップメント）を行う．
この業務研究サポートの前提は，業務研究の主
体は保健師であり，サポートする教員は外部支援
者の位置づけであること，千葉県では保健活動業
務研究が現任教育の一環で48年間行われ，本庁保
健部署が年に１度「保健活動業務研究発表会」を
所掌していること，教員間の連携については，千
葉県公衆衛生看護学教育連絡会議で培われてきた
連携を土台に実施することである．
３．業務研究サポートの実施手順の記述
１）調査対象：平成28年度に行った４保健所と６
市７施設に対する業務研究のサポートにおける周
知，申し込み，教員間の調整を含む一連の手続き，
および教員間と保健師間でリフレクションした手
順
２）方法：業務研究サポートにかかわる一連の手
続きを記述した．分析は，手順の内容，実施者と
発信の向きについて，時系列に記述し整理した．
４．業務研究のサポートを受けた保健師および実
施した教員の成果
１）保健師の成果
①調査対象：平成27年度および平成28年度に，教
員によるサポートを受け業務研究に取り組んだ保
健師
②方法：郵送調査法による自記式質問紙調査．調
査項目は，ア．属性（業務研究経験回数，保健師
経験年数）イ．業務研究より得た学び，ウ．業務
研究の経験を，よりよい業務にするためにどのよ
うに活かせそうか，エ．業務研究の経験を，保健
師としての専門性向上にどう活かせるかであっ
た．調査時期は，平成29年１月28日～２月28日．
分析は，回答内容から“保健師にみられた成果”
を抽出し，意味内容を損ねないよう端的に記述し，
内容の類似性によりカテゴリ化した．
２）教員の成果
①対象：保健師の業務研究をサポートした教員
②方法：測定用具は，「看護学教育におけるFDマ
ザーマップ」９）であった．FDマザーマップは，
看護系教員の能力向上のためのFDを促進するた
めに開発され，各自がのばしていきたい能力を明
確化する等に活用可能である．FDマザーマップ
は，「基盤」「教育」「研究」「社会貢献」「運営」
から構成され，区分ごとに求められる「能力」の
要素 が示されている．能力レベルの評価は，「Ⅰ：
知る」「Ⅱ：自立してできる」「Ⅲ：支援・指導，
拡大できる」により行う．本研究は，保健師の業
務研究をサポートする教員の能力の変化を明らか
にするために，「研究」「社会貢献」能力の項目 を
選択した．
本調査では，FDマザーマップの「研究」「社会
貢献」能力の項目を用いて，研究サポート開始前
（平成27年６月）と研究サポート終了時（平成29
年２月）に保健師の業務研究をサポートする各教
員が自己評価を実施し，データとした．分析は，
研究サポート開始前と終了後の「研究」「社会貢
献」能力のレベルの変化の有無，変化有りと評価
した項目，変化無しと評価した項目を整理した．
データの信憑性の確保のために，変化ありとした
項目については，その能力の変化の具体的な内容
を記載した．
５．業務研究サポートを効果的に推進するための
要因
１）対象：本研究メンバー教員（業務研究を直接
的にサポートした教員（以下，サポート教員）と
業務研究指導に熟練した教員（以下，アドバイザー
教員））
２）方法：グループインタビュー調査．サポート
教員は，保健師に直接的に業務研究のサポートを
した後にはセルフリフレクションを実施し，セル
フリフレクション後，１回２時間程度の教員間の
グループリフレクション（以下GRとする）を行
った．GR10）では，目的，グランドルール，進め
方を決め参加者と共有し，振り返りの観点を①よ
り良い保健活動を目指して組織的に取り組めるよ
う業務研究をサポートできたか，②保健師が主体
となって研究に取り組むようサポートできたか，
③保健師の専門性の向上に繋がるようサポートで
きたか，教員としても能力の高まりを感じられた
かにおいて実施した．各グループには，アドバイ
ザー教員が含まれるようにした．GRはICレコー
ダーに録音し，逐語録とした．分析方法は，GR
の逐語録から，業務研究やサポートの目的に照ら
して業務研究サポートのあり方・方法について語
られている文章を抽出した．そして，研究者間で
の検討により，保健師への業務研究サポートが効
果的に行われるために必要な要因として整理し，
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表１ 業務研究サポート実施手順
No 内 容 実施者
（→発信の向き）
（参考）
H28年度実施日
１ 業務研究サポートを希望する保健師募集のための文書配信の依頼
* 申し込み用紙には，①所属・氏名，②取り組みたいテーマと動機・
理由，③発表を考えている県内の学会，④業務研究経験，⑤希望す
る教員を記載してもらう．また，説明事項として，①サポートの場
所（原則申請者の施設），②交通費（負担なし），③サポートの方法・
頻度は担当者と決めること，④業務研究サポートの概要，⑤チーム
や組織での研究となるようサポートすること，⑥保健師と教員との
マッチングは大学が行うことを説明する．
* 申し込む上で，教員の得意とする領域がわかるように①大学名，②
サポート担当教員と窓口教員，③受け入れ可能人数，④サポート可
能な業務研究のテーマを一覧にしたものを添付する．
窓口教員A→
県担当課
5月11日
２ 保健師からの申し込み 保健師→窓口教員
A
平成28年6月3日
～8月25日
３ 申請した保健師と教員のマッチング
* 調整教員Aは，サポートを希望する大学名，教員名の記載があった
場合は，その教員に打診する．記載ない場合は，地理的に近い大学
複数校にメールで打診する．
窓口教員A→各教
員
平成28年6月17日
～8月25日
４ マッチング決定と通知
* マッチングができたら，教員と保健師に同時に連絡する．ペアが決
定したことと，今後は教員と保健師間で初回の日程を決めてもらう
ことを伝える
窓口教員 A →サ
ポート担当教員と
保健師
随時
５ 業務研究サポートの実施（手段：対面・電話・メール）
（回数２回～10数回：初回にサポート回数や時期，手段を打ち合わせ
ておく．初回に業務研究についてのオリエンテーションを入れる）
各サポート担当教
員
随時
６ 教員間のグループリフレクション
* ３グループに分かれて，サポート担当教員と支援教員によるグルー
プリフレクションの実施する．グループリフレクションでは，サポー
ト方針の検討や問題の解決に努める．
教員グループ
日程調整は各グ
ループリーダー教
員
平成28年12月1日～
平成29年5月20日
７ 業務研究を受けた保健師の振り返り（紙面）
* 業務研究主担当保健師に質問紙を送り，業務研究担当者間で振り返
りをしてもらい質問紙に記載，返信してもらう．
窓口教員B→保健
師→窓口教員A
平成29年1月28日～
2月28日
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意味内容で分類し，カテゴリ化した．
６．業務研究サポートの枠組みに関する行政（県）
保健師の意見
１）対象：千葉県保健活動業務研究発表会の主管
課の保健師３名
２）方法：グループインタビュー調査．業務研究
サポートの枠組みについて説明し，その中での県
庁の役割や大学との連携についての意見を聴取し
た．分析は，逐語録に起こした後に県庁の役割や
大学との連携について語られた部分を抽出し，意
味内容を損ねないよう記述し整理した．
７．倫理的配慮
本研究は，研究者所属大学の倫理審査委員会の
承認を得たのちに実施した（27-19）．調査対象が
本研究メンバーの教員である場合も，任意性を保
障し，公表時の匿名化に配慮した．調査対象者が，
保健師の場合は，いつでも協力を中止可能である
こと，公表時に個人が特定されないことなど個人
情報の保護に努めた．千葉県の保健師の強みを生
かした研究であることから千葉県が表示されるこ
とについては了解を得た．
Ⅲ．結 果
１．業務研究サポートの実施手順
業務研究サポートは，１．業務研究サポートを
希望する保健師募集のための文書配信の依頼，２．
保健師からの申し込み，３．申請した保健師と教
員のマッチング，４．マッチング決定と通知，５．
業務研究サポートの実施，６．教員間のGR，７．
業務研究を受けた保健師の振り返り（紙面）の手
順で進んだ（表１）．
保健師からの申し込みも表１（No.１）に示し
た．業務研究の進め方とサポート内容は，業務研
究の進め方についてのガイダンス，研究課題と目
的の焦点化，調査方法等の検討，結果のまとめ方
や目的にあった考察への助言，抄録内容やプレゼ
－23－
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ンテーションへの助言であること，担当者一人に
負担がかからないよう，チームや組織での取り組
みをサポートすること，業務研究の発表回数の少
ない市町を優先してサポートすること等を紙面で
示し，よく読んでもらった上で申し込めるように
した．
２．業務研究サポートを受けた保健師および実施
した教員の成果
１）保健師の成果
質問紙は，24名（H27年度が13名（保健所３，
市町10），H28年度が11名（保健所４，市町７））
に配布し，質問紙回収数は19名で回収率79.2％で
あった．協力者の業務研究経験回数は1回が3名，
2回が6名であり，保健師経験年数は1～31年以上
で，１～５年以内が６名，11～15年が５名，16～
20年が５名であった．
保健師にみられた成果は，８つのカテゴリに整
理された11）．＜保健師活動の原動力の活性化＞，
＜地域のニーズを把握する視点や方法の拡大＞，
＜評価や根拠に基づいた活動の継続・発展＞，＜
個々の対象や地域へのアプローチの視点や方法の
拡大＞，＜関係機関との意図的な関係づくり＞＜
新たな取り組みの検討や発展＞，＜チームでの課
題共有や学びあい＞，＜業務研究の意義の理解と
基礎的知識の習得・活用＞であった．
２）教員の成果
保健師の業務研究をサポートした教員は12名だ
った．12名の教員経験年数は，１年から16年で，
業務研究サポート経験回数は，１回から10回以上
と多様であった12）．
対象者が研究サポートを通して能力向上の変化
があったと自己評価した項目は，「研究」能力を
表す26項目のうち20項目であり，変化を認めた対
象者の多い順に「データの取り扱いとその方法」
「研究成果をもって看護の現場へコミットする」
「発信する研究の社会的意義の理解」等であった．
また，「社会貢献」能力を表す７項目では３項目
であり，変化を認めた対象者の多い順に「社会貢
献のあり方」「ニーズ把握の方法」「看護系大学の
リソースとしての役割」であった．
３．業務研究サポートを効果的に推進するための
要因
参加者は，サポート教員とアドバイザー教員の
15名であり，３グループに分かれて別日に実施し
た．
業務研究サポートを効果的に推進していくため
の要因のカテゴリは，５つの教員側の要因13）と
４つの保健師側の要因14）に整理された．教員側
の要因は，「教員間でGRを行い，気づきや学びを
得る機会をつくる」など＜教員間で連携をとって
サポートする＞，「最初の段階で，対面で時間を
かけて面接し，研究の動機や研究をどのように活
用するのかを確認し，共有する」など＜研究開始
の段階から保健師と教員間の関係形成をはかる＞，
「保健師が行ったことの意図や手応えを聞いて
テーマや目的を探る」「気になる点を投げかける
ことで，表現できていない事の言語化を促す」な
ど＜研究の進捗にあわせたサポートをする＞，
「取り組んでいる研究の面白さや意義を言葉にし
て保健師に伝える」など＜保健師のモチベーショ
ンが向上するようサポートする＞，「業務研究の
サポート体制が整っていないときに，具体的な方
法の提案をする」など＜保健師が組織的に業務研
究に取り組めるようサポートする＞であった．一
方，保健師側の要因は，「外部との連絡係や時間
管理の役をとる人を置き，研究の進捗の時間管理
ができる体制をつくる」「業務研究を効果的に行
うために，所内研究会や保健所管内研究会と連動
させて行う」など＜業務研究を行う職場環境を整
える＞，「業務研究の成果をどのように用いるか
を意識して研究に取り組む」など＜業務改善の意
図をもって研究に取り組む＞，「業務について手
ごたえを感じ，課題やこうしていきたいという思
いを持っている者が担当する」など＜業務改善の
モチベーションがある人を主担当として研究に取
り組む＞，「タイムリーに教員から助言をもらう
ために，メールでやりとりする場合は，担当者間
で共有し，助言の内容をどう受け止めたかをフ
ィードバックする」の＜教員と連携を取りながら
研究の進捗具合に合わせた支援を活用する＞であ
った．
４．業務研究サポートの枠組みに関する行政（県）
保健師の意見
業務研究サポートの枠組みに関する県の役割に
対する意見は，「業務研究サポートは，保健所や
市町村の判断で求めるものなので，県として取り
まとめて事業化することは難しい」が，「現任教
育に位置づく業務研究を大学の協力を得て進める
体制であることを，保健所や市町村と情報共有し
周知することができる」であった．大学との連携
に対する意識は，「大学とは同じ方向を向いて取
り組んでいきたい」「業務を評価し改善するため
の研究であり，教員にもそのことを意識した研究
への助言や講評を期待する」であった．
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Ⅳ．考 察
１．大学間連携による保健師が行う業務研究のサ
ポートモデルについて
上記の４つの研究結果に基づいて，業務研究及
びサポートの実施主体とその関係性を見ながら，
サポートの目標，方法，前提を整理し図示するこ
とにより，大学の教員間連携により保健師も教員
も成長し合う保健師への業務研究のサポートモデ
ルを示した（図１）．
保健師の成果は，８つのカテゴリから保健師活
動の視点拡大や新たな取り組みへの発展，マネジ
メント能力の向上，保健師活動へのモチベーショ
ン向上，保健師の組織としての成長の４点と考え
られた11）．例えば，＜地域のニーズを把握する視
点や方法の拡大＞から，地域の特性，健康課題や
その解決方法を新たな視点で分析することにより
保健師活動の視点拡大や新たな取り組みへの発展
につながっていると考えた．また，教員の成果か
ら，教員の「研究」および「社会貢献」能力が向
上していることが示唆され，教員は，多様かつ豊
富なデータを取捨選択し整理する方法の理解を深
め，教育や実践現場への成果の還元が保健師の実
践や研究への意欲向上に繋がると考えられた12）．
以上より，保健師の目標としては，保健師活動の
視点拡大や新たな取り組みへの発展，活動発展に
つながるマネジメント能力の向上，保健師活動へ
のモチベーション向上，保健師の組織としての成
長，また，教員が目標とするのは，多様かつ豊富
なデータを取捨選択し整理する方法の理解と教育
や実践現場への成果の還元と考えた．
次いで，保健師側の推進要因と教員側の推進要
因を，モデルにおける保健師側の方法，教員側の
方法，保健師と教員間の連携方法に位置づけたと
ころ，保健師側の方法としては，組織的に業務研
究を行う職場環境の整備，業務の改善の意図を持
った研究への取り組み，モチベーションを考慮し
た業務研究主担当者の決定が大事と考えられた．
また，教員側の方法においては，教員間で連携を
とったサポート，モチベーション向上を意図した
サポート，組織的な業務研究への取り組みを意図
したサポートが大事と考えられた．特に，教員間
での連携においては，実施手順の結果より，グルー
プリフレクションでサポート方針の検討や問題の
解決に努めたことから，グループリフレクション
によるサポート方針の検討や問題解決を取り入れ
た．また，保健師と教員間の連携の方法として，
研究開始段階からの保健師と教員間の関係形成，
研究の進捗にあわせたサポートの実施と活用が考
えられた．特に開始段階から関係形成するには，
実施手順の結果にあったように，保健師の希望と
教員が実施可能なサポートのマッチングが重要と
考えた．最後に，保健師，教員および県庁保健師
間の連携方法においては，県庁保健師の意見の結
果より，取り組みの方向性・体制の情報共有が大
事であると考えた．
これらの前提は，研究の枠組みの前提であげた
ように業務研究の主体は保健師であり，現任教育
の位置づけであること，教員は外部支援者であり，
＜目荏＞
【保値師】保僭師活勒の視点拡大や新たな耶り維
みへの発展，マネジメント能力向上，
【翔貝】多梯かつ翌宮tJデ＇ー タを即捨選択し
整理する方法の理解，
＜方法＞
保健師活動へのモチベーション向上，i呆漣師の維
瑚としての成長
敦育や実跨現塀への成果の還元
【保浬師】
，維稲的に業務研究を行う辟知場環境の
整偏
，業務の改苦の意回を持った研究への
耶り維み
・モチベージョンを考痘した業森研究主
担当者の決定
＜虚＞
業務研究の
主体は保陸師
，希望と実胆可能なサポート 0)マ
ッチンダ
，開雑段階からの保陸師と執負固
の関係形成
，研究 0)進捗 1こ合わせたサポート
0)実胆／活用
【教貝．】
・教貝閤で連携をとったサポート
，グルーブリフレタションによるサポ
ート方針の検討や問顆解決
• モチベーション向上を意図したサポ
トー
，維硼的な耽J爺且みを意図したサポ
トー
芯悶ぶ粒育の位君付"Iビ:
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教員間のネットワークがあることであった．
先行研究において，保健師の研究のプロセスに
そった看護系大学教員の支援方法15）や業務研究
の促進要因を明らかにしたもの16）はあったが，
大学教員間の連携方法，保健師と教員との連携方
法も含めて示した実践的なモデルとした点に本モ
デルの特徴がある．これは，保健師と教員の連携
方法にあるように，業務研究のサポートとは一方
的なものではなく，各々の目標に向けた相互作用
的なサポートといえるだろう．
保健師に係る研修のあり方等検討会において，
自治体保健師は研究的に課題に取り組む時間や人
材が不足し，一方，教育機関は客観的に課題を捉
えることができるため，両者の連携により，現場
の活動にエビデンスや研究的視点を付加すること
ができ，保健活動の質向上が期待されている17）．
したがって，このモデルを実施，継続することは，
業務研究の推進を通した保健活動の質の向上，そ
れを可能とする保健師の人材育成体制の構築にも
寄与するものと考えられた．
２．課題と今後の展望
本研究では，研究実施者である教員の業務研究
サポート実践の分析結果を基に業務研究サポート
モデルを考案した．教員側の成果では，研究対象
者が研究者自身であり，信憑性を確保する工夫は
したが限界もある．今後は，業務研究を初めて担
当する教員や業務研究サポートを見直したいと思
う教員にこの業務研究サポートモデルが適用可能
か，研究実施者と区別して実践データを蓄積し，
成果を積み重ねていけると良い．そのためにも，
この後の展望としては，県内の看護系大学がこの
数年で倍増していることもあり，本モデルを継続
して実施できる体制づくりが重要である．千葉県
公衆衛生看護学教育連絡会議で，今後は本会議の
活動に位置付けていくことについて検討中であ
る．各大学がその使命により行う社会貢献活動に
加えて，県内の大学間で連携することにより，保
健師にとっても教員にとっても成長につながる業
務研究のサポートが継続してできると良いと考え
る．さらには，県外においてもモデル適用ができ
るか可能性を追究したいと考える．
本研究は，平成27～28年度科学研究費助成事業
（挑戦的萌芽）「大学間連携による保健師業務研
究サポートを通したファカルティ・ディベロップ
メント」（研究責任者：石丸美奈）の一部である．
本研究において，申告すべきCOI状態はない．
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